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1.はじめに 
 認知症の診断や治療方針の検討には、脳内のどの

領域に障害があるかについての病巣の同定、患者の

日常生活における状態の把握、知能や記憶などに関

する認知能力の評価などを利用して行われている。 
これらの評価は、CT、MRI、SPECT などによる

画像診断に加え、問診票によるアンケート調査や長

谷川式簡易知能検査（HDS-R）、レーブン色彩マト

リックス検査(RCPM)などの認知機能検査により行

われているが、効率的な検査には検査に精通した検

査者が必要であることに加え、調査や検査に時間か

かるなどの問題がある。 
このような背景を踏まえ、本研究では病院での診

察待ち時間などに、患者の日常生活における状態把

握と認知能力の評価が検査に精通した検査者でな

くても、検査に精通した検査者と同等の調査や検査

を支援することができる認知症スクリーニング検

査システムの開発を目的とした。 
 

2.スクリーニング検査システムの概要 
 本研究で開発した認知症スクリーニング検査プ

ログラムのシステムイメージ図を図 1 に示す。 
 

 
図 1 検査システムイメージ図 

 

 最初に、医師や心理士などの検査者がタブレッ

ト式情報端末を施設内の無線 LANを利用して検査

用ウェブサーバに接続し、検査項目を選択する。

患者は、タブレット式情報端末に表示された日常

生活におけるアンケート調査項目や認知機能検査

問題にタブレット式情報端末のタッチパネルをポ

インティングすることで答える。 

 ここで、アンケート調査よる調査項目や知能検

査問題は、検査問題データベースに保存されてい

るデータを患者が答えた内容を基に適切な質問や

問題を選択し提示する。また、調査・検査結果は

検査結果データベースに保存される。 
 検査者は施設内の LAN を利用してアンケート調

査の結果や知能検査の評価値を参照し、患者の認

証症診断や治療方針に役立てることが可能である。 
 本研究で開発した検査プログラム、管理者用プ

ログラムは、多種多様なタブレット式情報端末上

で動作可能にすることを考慮し、Java Script、
HTML5、および PHP を使用し作成した。また、デ

ータベースには MySQL、ウェブサーバには Apache
を使用した。 
 

3.検査内容 
 本研究で開発した認知症スクリーニング検査プ

ログラムは、認知症が疑われる患者の生活状態把

握を行うための a.日常生活における状態把握アン

ケート調査と認知症患者の認知能力の把握に一般

的に使用されている b.レーブン色彩マトリックス

検査の 2 種類から構成されている。 
 以下にそれぞれのプログラムについて説明する。 
 

a.日常生活における状態把握アンケート調査 

 日常生活における状態把握アンケート調査は、

小宮ら
1)
が開発した「軽度の認知症チェックリス

ト」を基に作成したもので、患者自身の日常生活

に関する簡単な質問に対して選択肢により答え

るものである。調査項目で選択された選択肢の集

計結果から患者の日常生活での状態把握を行う

ことにより認知症の初期症状の把握と大まかな

認知症の区分が可能である。 
 

b.レーブン色彩マトリックス検査 
 レーブン色彩マトリックス検査は、非言語性の

認知機能検査で言語性の認知機能検査とともに

認知症スクリーニング検査として用いられる検

査である。本検査問題は、標準図案の欠如部に合

致する図案を 6 つの選択肢から選ばせるもので、

検査セット A、セット AB、セット B からなり、

それぞれ 12 点満点とし、合計 36 点満点のうち何

点取れるかで患者の知的能力を評価する。 
 本システムでは、検査に精通した検査者の経験

を基に検査問題に対する解答の正誤や反応時間か

ら出題する検査問題を決定するものとした。この

ため、従来の検査マニュアルに沿って行う検査に

比べ少数の問題により患者の認知機能を推定でき

るため、短時間で検査を行うことが可能である。 



4.検査プログラムの試用 
 甲府市内の物忘れ外来に通う症状が軽度から中

等度までの 31 症例に対して従来の調査・検査と本

研究で開発したタブレット式情報端末を利用した

調査・検査を試行した。 
 ここで、従来の検査用紙を使用したレーブン色彩

マトリックス検査を行う場合は、検査方法に精通し

た心理士 1 名が検査マニュアルに沿って行った。ま

た、本研究で開発したタブレット式情報端末を利用

した検査を行う場合には、操作方法などについて心

理士 1 名が患者に助言を与えながら行った。 
 本研究で開発した検査プログラムを試用したと

ころ、患者はスムーズにタブレット式情報端末操作

行うことができ、ゲーム感覚で楽しみながら操作を

行う患者もみられた。一方、患者によっては心理士

からの助言を受けながら操作を行った場合でも、タ

ッチする指圧が小さかったり、爪先でタッチするな

どが主な原因でポインティング操作を円滑に行う

ことができない場合もみられた。 
 図 2 に本研究で開発したタブレット式情報端末

を利用したレーブン色彩マトリックス検査試行の

様子を示す。 
 

 
 

図 2 タブレット式情報端末を利用したレーブン 
色彩マトリックス検査試行風景 

 

5.検査プログラムの評価 
 表 1 に 31 症例に対して従来の検査用紙を使用し

たレーブン色彩マトリックス検査と本研究で開発

したタブレット式情報端末を利用した検査で得ら

れた評価値(検査総合得点)の差を示す。 
 

表 1 従来の検査と本システムによる評価値の差 

*:従来の検査による評価値－本システムによる評価値 
 

 両検査による評価値を比較した結果、両評価値

間には大きな差は見られなかった。また、この評

価値の差は患者の認知能力を推定するうえで大き

な問題にはならないという意見を心理士から頂い

た。さらに、両評価値の差について関連のある 2

群の母平均の差の検定を行ったところ両評価値間

には有意な差は認められなかった(p=0.91)。 
 

6.まとめ 
 病院での診察待ち時間などに、患者の日常生活で

の状態把握と知能や記憶などに関する認知能力な

どを簡便に評価することができる認知症スクリー

ニング検査プログラムをタブレット式情報端末を

利用して開発した。 
 開発したタブレット式情報端末を利用した認知

症スクリーニング検査プログラムを甲府市内の物

忘れ外来に通う症状が軽度から中等度までの 31 症

例に対して試行し、従来の検査方法による評価値

との差異や有効性について検討した。 
 本研究で開発したプログラムの試用時における

患者のタブレット式情報端末操作は、検査者が助

言をすることでスムーズに行うことができ、ゲー

ム感覚で楽しみながら操作を行う患者もみられた。

しかし、タッチパネル操作に不慣れな患者によっ

ては円滑な操作が困難な場合もあった。 
 さらに、従来の検査方法による認知機能検査に

よる評価値と本研究で開発したタブレット式情報

端末を利用した検査の評価値の差異について検討

したところ、本研究で開発したタブレット式情報

端末を利用した検査プログラムは、従来の検査方

法と同等の検査結果が得られることがわかった。 
 これらのことから、従来の検査方法では、検査

方法に精通した医師や心理士が患者と対面して行

う必要があったが、本システムを利用する場合は、

操作方法のみを患者に助言すれば検査が可能なこ

とから、検査方法に不慣れな検査者でも精通した

検査者と同等の検査が可能であると考えられた。 
 また、本システムに実装したレーブン色彩マトリ

ックス検査は、検査に精通した検査者の経験を基に

検査手続きを改良し、解答の正誤や反応時間から出

題する検査問題を決定するアルゴリズムを用いて

いるため、従来の検査用紙を使用した検査に比べ少

数の問題により患者の認知機能を推定することが

可能である。また、日常生活における状態把握アン

ケート調査は、従来の煩雑な調査結果の集計作業を

プログラムにより自動化を行なっていることから、

効率よく患者の状態把握が可能である。 
 これらのことから、本研究で開発した検査プロ

グラムは短時間で調査や検査を行うことができる

のでスムーズな診察や治療方針の検討に有用とな

るだけでなく、患者の診察待ち時間中に問診票に

よる調査や検査を行うことが期待できるので、患

者にとっても診察まで長時間待たされるという感

覚を低減できるのではないかと考えられた。 
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